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富山県 農林水産部
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県営農地整備事業 羽根一期地区
（富山市婦中町羽根ほか地内）

事 業 名 県営農地整備事業

受 益 面 積 31.5ha

事 業 内 容 区画整理（大区画化） 31.5ha 、 暗渠排水 7.0ha

総 事 業 費 16億７千万円

事 業 期 間 令和５年度 ～ 令和13年度（９年間）

は ね
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羽根一期地区

羽根二期地区

位置図、事業概要

狭小な区画

狭小な農道
狭小な農道（B=2.5m→5.0m）

地区名 羽根一期地区（富山市婦中町羽根ほか地内）

予定工期 Ｒ５～Ｒ13

受益面積 31.5ha

総事業費 16億７千万円

主要工事
区画整理（大区画化） 31.5ha
暗渠排水 7.0ha

関係土改 婦負郡藤ヶ池土地改良区

負担割合
国 県 富山市 地元

55.0% 27.5% 11.0% 6.5%

農地整備事業（ほ場整備） 計画平面図

3狭小な農道（2.0m→5m）

土水路

区画状況（10a→１ha）

羽根一期地区



○農地の大区画化等や省力化技術の導入による生産コストの削減

○農業生産の拡大・多様化による収益の増大

事業の必要性①

 農業競争力の強化のための担い手の体質強化・産地収益力の向上 農業競争力の強化のための担い手の体質強化・産地収益力の向上

ほ場の大区画化

現況 10a（20m×50m）

計画 1.0ha（75m×130m）

暗渠排水の整備
水稲のみ作付

にんじんの作付
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大型機械の導入による米の生産コストの削
減、営農労働時間の軽減により、新たに生み出
された時間を活用して、「にんじん」を栽培。

また、暗渠排水等による土地条件の改善によ
り、営農の大型機械化、作物の生育環境改善。

にんじんの収穫作業



事業の必要性②
○農業経営の法人化、担い手への農地の集積・集約化の促進

現 況 計 画

経営体育成 法人３、認定１、個人122 法人２、認定１、個人０

農地集積率 32.0％ 100％

標準区画
10a

（20m×50m）
1.0ha

（75m×130m）

農 地 集 積 状 況 図 （ 現 況 ） 農 地 集 積 状 況 図 （ 計 画 ）

※羽根地区全体（一期、二期）
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 認定農業者
 農地所有適格法人Ａ
 農地所有適格法人Ｂ
 農地所有適格法人Ｃ
 個人農家

凡 例
 認定農業者
 農地所有適格法人Ａ
 農地所有適格法人Ｂ

凡 例



事業の投資効果、推進体制など

○事業の合意形成
・富山市羽根集落が中心となり、農地集積に向けた検討や整備内容について、地域の

合意形成を図る

・農地の大区画化等の整備と経営体の育成・支援を一体的に実施すること

・事業を契機として、担い手へ農地を100％集積（現在32.0％）すること 等

○投資効果
 費用便益比(B/C） １．３４

〈見込まれる効果〉

・作物生産効果、営農経費節減効果、景観・環境保全効果 等

○推進体制
・富山市、婦負郡藤ヶ池土地改良区ら要望

・羽根農地整備委員会（R３.２月設立）、婦負郡藤ヶ池土地改良区、富山市、

ＪＡあおば、県農林振興センターが連携し、事業推進と営農支援を図る。
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県営農地整備事業 小坂二期地区
（南砺市小坂ほか地内）

事 業 名 県営農地整備事業

受 益 面 積 40.7ha

事 業 内 容 区画整理（大区画化） 40.7ha 、 暗渠排水 8.1ha

総 事 業 費 14億１千万円

事 業 期 間 令和５年度 ～ 令和12年度（８年間）

こ ざ か
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位置図、事業概要

狭小な区画

狭小な農道

区画状況（30a→1ha）

用排水路からの漏水状況

狭小な農道（2.5m→5m）

小坂一期地区

小坂二期地区

小坂二期地区

地区名 小坂二期地区（南砺市小坂ほか地内）

予定工期 Ｒ５～Ｒ12

受益面積 40.7ha

総事業費 14億１千万円

主要工事
区画整理（大区画化） 40.7ha
暗渠排水 8.1ha

関係土改 南砺市土地改良区

負担割合
国 県 南砺市 地元

55.0% 27.5% 11.0% 6.5%

農地整備事業（ほ場整備） 計画平面図
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○農地の大区画化等や省力化技術の導入による生産コストの削減

○農業生産の拡大・多様化による収益の増大

事業の必要性①

 農業競争力の強化のための担い手の体質強化・産地収益力の向上 農業競争力の強化のための担い手の体質強化・産地収益力の向上

ほ場の大区画化

現況 30a（30m×100m）

計画 1.0ha（100m×100m）

大型機械の導入やICTを活用した自
動給水栓の設置による米の生産コス
トの削減、営農労働時間の軽減により
生み出された時間を活用して、新たに
「にんじん」を栽培。

また、暗渠排水等による土地条件の
改善により、営農の大型機械化、作物
の生育環境改善。

暗渠排水の整備
水稲のみ作付

にんじんの作付

にんじんの収穫作業

9
自動給水栓

タブレットの操作



事業の必要性②
○農業経営の法人化、担い手への農地の集積・集約化の促進

現 況 計 画

経営体育成 法人５、集落２、認定２、個人15 法人４、集落０、認定０、個人０

農地集積率 87.3％ 100％

標準区画
30a

（30m×100m）
1.0ha

（100m×100m）

農 地 集 積 状 況 図 （ 現 況 ） 農 地 集 積 状 況 図 （ 計 画 ）

78.5ha

86.7ha

87.3%

100%

80%

85%

90%

95%

100%

75ha

77ha

79ha

81ha

83ha

85ha

87ha

現況 計画

○担い手の経営面積・農地集積率

集積面積

集積率

※小坂地区全体（一期、二期）
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 農地所有適格法人Ａ
 農地所有適格法人Ｂ
 農地所有適格法人Ｃ
 農地所有適格法人Ｄ
 農地所有適格法人Ｅ
 集落営農a
 集落営農b
 認定農家1
 認定農家2
 認定農家3
 認定農家4
 個別農家

凡 例
 農地所有適格法人Ａ
 農地所有適格法人Ｃ
 集落営農a
 農地所有適格法人X（新規）

凡 例



事業の投資効果、推進体制など

○事業の合意形成
・南砺市小坂集落が中心となり、農地集積に向けた検討や整備内容について、地域の

合意形成を図られている

・農地の大区画化等の整備と経営体の育成・支援を一体的に実施すること

・事業を契機として、担い手へ農地を100％集積（現在87.3％）すること 等

○投資効果
 費用便益比(B/C） １．１５

〈見込まれる効果〉

・作物生産効果、営農経費節減効果、景観・環境保全効果 等

○推進体制
・南砺市、南砺市土地改良区から要望

・小坂農地整備地区委員会（R３.９月設立）、南砺市土地改良区、南砺市、

ＪＡ福光、県農林振興センターが連携し、事業推進と営農支援を図る。
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県営農地整備事業 遊部一期地区
（南砺市遊部ほか地内）

事 業 名 県営農地整備事業

受 益 面 積 22.4ha

事 業 内 容 区画整理（大区画化） 20.6ha 、 客土 22.4ha

総 事 業 費 12億２千万円

事 業 期 間 令和５年度 ～ 令和13年度（９年間）

あ そ ぶ
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遊部二期地区

遊部一期地区

位置図、事業概要

狭小な区画

狭小な農道

地区名 遊部一期地区（南砺市遊部ほか地内）

予定工期 Ｒ５～Ｒ13

受益面積 22.4ha

総事業費 12億２千万円

主要工事
区画整理（大区画化） 20.6ha
客土 22.4ha

関係土改 南砺市土地改良区

負担割合
国 県 南砺市 地元

55.0% 27.5% 11.0% 6.5%

農地整備事業（ほ場整備） 計画平面図
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遊部地区

用水路劣化状況（目地欠損）

耕土厚不足（ｔ≒15cm<20cm）

区画状況（10a→1ha）



○農地の大区画化等や省力化技術の導入による生産コストの削減

○農業生産の拡大・多様化による収益の増大

事業の必要性①

 農業競争力の強化のための担い手の体質強化・産地収益力の向上 農業競争力の強化のための担い手の体質強化・産地収益力の向上

ほ場の大区画化

現況 10a（20m×50m）

計画 1.0ha（100m×100m）

大型機械の導入やICTを活用した自動
給水栓の設置による米の生産コストの削
減、営農労働時間の軽減により生み出さ
れた時間を活用して、「たまねぎ」「にんじ
ん」の作付を拡大。

また、客土工による農地の汎用化を行
い、 作物の単収・品質向上を図る。

14
自動給水栓

タブレットの操作

たまねぎの収穫・選別作業

客土工

現況 耕土厚 15cm

計画 耕土厚 20cm

地区全域において、耕土厚が薄いた
め、客土工を行い耕土厚を確保。



事業の必要性②
○農業経営の法人化、担い手への農地の集積・集約化の促進

現 況 計 画

経営体育成 法人３、認定１、個人４ 法人３、認定０、個人２

農地集積率 92.1％ 97.1％

標準区画
10a

（20m×50m）
1.0ha

（100m×100m）

農 地 集 積 状 況 図 （ 現 況 ） 農 地 集 積 状 況 図 （ 計 画 ）

※遊部地区全体（一期、二期）
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 農地所有適格法人Ｂ
 農地所有適格法人Ｃ
 農地所有適格法人Ｄ
 認定農業者Ａ
 個別農家

凡 例
 農地所有適格法人Ａ
 農地所有適格法人Ｂ
 農地所有適格法人Ｃ
 農地所有適格法人Ｄ
 個別農家

凡 例



事業の投資効果、推進体制など

○事業の合意形成
・南砺市遊部集落が中心となり、農地集積に向けた検討や整備内容について、地域の

合意形成を図る

・農地の大区画化等の整備と経営体の育成・支援を一体的に実施すること

・事業を契機として、担い手へ農地を97.1％集積（現在92.1％）すること 等

○投資効果
 費用便益比(B/C） １．１３

〈見込まれる効果〉

・作物生産効果、営農経費節減効果、景観・環境保全効果 等

○推進体制
・南砺市、南砺市土地改良区から要望

・遊部地区農地整備事業推進委員会（R４.３月設立）、南砺市土地改良区、南砺市、

ＪＡ福光、県農林振興センターが連携し、事業推進と営農支援を図る。
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針山口六ヶ用水一期地区
（高岡市滝ほか地内）

事 業 名 県営農村地域防災減災事業（用排水施設等整備事業）

受 益 面 積 268.5ha

事 業 内 容 用水路工 L=3.0km 、 洪水調整池 １か所

総 事 業 費 43億８千万円

予 定 工 期 令和５年度 ～ 令和11年度（７年間）

は り や ま ぐ ち
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位置図、事業概要

針山口六ヶ用水一期地区

標準断面図

六ヶ用水路

針山口六ヶ用水路

和田川ダム

北陸自動車道

一級河川和田川

一級河川庄川
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地区名
針山口六ヶ用水一期地区
（高岡市滝ほか地内）

予定工期 Ｒ５～Ｒ11

受益面積 268.5ha

総事業費 43億８千円

主要工事 用水路 3.0km 、 洪水調整池 １か所

関係土改 庄東用水土地改良区、射水平野土地改良区

負担割合
国 県 市 地元

55.0% 35.0% 10.0% －

洪水調整池

高岡砺波
スマートＩＣ

高岡ＰＡ

現況：4.5m3/s
↓

計画：6.5m3/s

現況：7.1m3/s
↓

計画：14.3m3/s



事業の必要性①
庄川右岸地域用排水対策位置図
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凡 例

本事業区間

用排水対策区間

他地区施工区間

H26.7.19溢水範囲

H26年７月豪雨の溢水被害状況（H26年７月21日富山新聞）



事業の必要性②

用水路の劣化状況

針山口六ヶ用水路 溢水状況（H26年7月豪雨）

農地の湛水状況（H26年7月豪雨）

現況 １．６４ｍ

計画 １．８６ｍ
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事業の投資効果、推進体制など

○投資効果
 総費用総便益比(B/C） １．５４

※農地・農業用施設、家屋等への被害軽減額、受益地の作物生産を維持する効果等による

便益を計上

○推進体制
・令和３年８月に「庄川右岸地域用排水対策促進協議会」を設立し、事業実施の促進、

施策提案、関係機関の連絡調整を実施

関係市：高岡市、砺波市、射水市、富山市

関係土地改良区：庄東用水土地改良区、射水平野土地改良区、高岡市土地改良区、

砺波市土地改良区、大門町土地改良区、

庄川沿岸用水土地改良区連合
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